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1．はじめに

　非密封 RI 取扱施設では施設内の換気が適切
に実施されているため，ラドンの子孫核種が静
電気により物品に付着するようなことは観察さ
れないが，法令上換気の必要がない放射性廃棄
物貯蔵施設内に保管されているフィルタなどビ
ニールパックされたものを取り扱った際に，作
業時に使用したゴム引き軍手にラドンの子孫核
種が付着する事象が起こり，作業員から汚染を
発見したとの報告がある。
　ビニールパックされたフィルタとゴム引き軍
手の例を図 1 に，放射性廃棄物の取扱い作業で
ラドンの子孫核種が付着しやすい物品を図 2 に
示す。
　平成 26 年度の再教育では天然にあるラドン
の性質を分かりやすく，かつ丁寧な説明をする
ために実習を伴う教育訓練を実施したのでその
結果を報告する。

2．実施方法

　最初に天然の放射性物質について説明した
後，作業中に発見した汚染はラドンの子孫核種
であることを Ge 半導体検出器のスペクトルに
より示した。ラドンの子孫核種が付着したビニ
ールシートを Ge 半導体検出器で測定したスペ
クトルを図 3 に示す。次にラドン子孫核種を採
取するために，膨らませたゴム風船を化学繊維
製の布でこすり静電気を帯びさせた。受講者は

2〜3 名のグループに分かれて，管理区域外で
換気が悪い部屋 3〜4 か所にゴム風船を 20 分ほ
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図 1 ビニールパックされたフィルタとゴム引き軍手

図 2  放射性廃棄物の取扱い作業でラドンの子孫核種が
付着しやすい物品（ビニールシート，PP製粘着テープ）
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よる計数値の比較をほかのグループと行った。

3．結果

　1）‌�GM サーベイメータによる測定
　各グループにおいて最小で 200 cpm，最大で
730 cpm の計数率が得られた。最大の計数率が
得られた場所は，四方をコンクリートで囲われ
た一切換気のない閉ざされた部屋であった。最
も低かった場所は，換気はないが実験の前から

扉が開いていた部屋であった。な
お，比較のために講義を行った空
調のある部屋でも実験を行った
が，400 cpm の計数率があり，確
認したところ空調は外気導入では
なく循環型の空調であった。
　2）受講者の感想
　受講者からは以下の感想が寄せ
られた。
　・�線量が思っていた以上に高か

った。
　・�ゴム風船が予想を超えたカウ

ント数でした。
　・�身近に天然の放射性物質があ

ることが分かった。

ど放置し，ラドン子孫核種を採取した。使用し
た機材を図 4 に示す。
　放置後のゴム風船から空気を抜き平面上に固
定し，1 cm 程度離した位置で汚染検査用大口
径 GM サーベイメータを用いて測定した。測
定の状況を図 5 に示す。
　受講者にはあらかじめ実験レポート用紙を配
布して，採取場所，計数値，考察（感想）を記入
させ，採取場所の換気状況や建物の構成材料に

図 3  ラドンの子孫核種が付着したビニールシートの
Ge半導体検出器のスペクトル

図 4 実習に使用した機材 図 5 測定の状況
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訓練に生かすことが重要である。
　今回の教育訓練により，放射線業務従事者の
天然の放射性物質の存在や放射線に関する理解
が深まった。
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　・�換気のない部屋の濃度が高いことが分かっ
た。

　・�RI に関係がない部屋でもカウントがある
ことが分かった。

4．まとめ

　今回の教育訓練は，日常の作業で生じた放射
線に関する疑問などを解決する内容であるこ
と，また実習を伴い放射線業務従事者の興味を
引くよう工夫した。建屋内にはラドンが存在し
ていること，静電気によりラドンの子孫核種が
捕集されることは広く知られている。しかしな
がら，日常の作業の中でそのことが影響すると
いうことにはなかなか思いが至らない。
　放射線取扱主任者は，RI，放射線に関する情
報を日常作業で発生する課題と連結させて教育
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